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この報告書は、平成 4年度県営圃場整備事業に伴い、発掘調査された雑木

遺跡の調査結果をまとめたものであります。

白州町には、縄文時代から古代、中世までの各時代にわたり、人々の生活

の跡を語る埋蔵文化財包蔵地が数多く分布 し、各遺跡からは、それぞれの時

代の上器類等が発見されています。特に、白須 。鳥原・横手地区等の広い段

丘面には、大規模な遺跡の存在が矢Hら れています。

全町を対象とした水田の回場整備事業は、昭和58年度から開始され、その

間には昭和59年の根古屋遺跡の発掘をはじめ、数力所の発掘調査が行われま

した。

雑木遺跡は、釜無川右岸の高位段丘面上、白州町白須字雑木地内に所在 し、

約1,200m2の 範囲にわたり発掘調査されました。

その結果、縄文時代前期から晩期の遺物、平安時代の住居址 7軒等が発見

されました。そのなかには、 日本最古級の人面上器片や平安時代の寺の名前

の書かれた墨書土器など大変貴重なものがありました。最後に、この事業に

ご協力を賜 りました峡北土地改良事務所・山梨県教育庁学術文化課等関係機

関の皆様をはじめ、直接にご協力をいただきました前沢区の皆様方に厚 くお

礼申し上げます。

平成 9年 3月

白州町教育委員会

教育長 渡 辺 哲 郎



例   言

1 本書は、平成 4年度県営回場整備事業に伴って発掘調査した、山梨県北巨摩郡白州町白須字

雑木に所在する雑木 (ぞ うき)遺跡の調査報告書である。

2 発掘調査は、峡北土地改良事務所 との負担協定による委託と文化庁・山梨県から補助金を受

けて白州町教育委員会が実施した。

3 遺物の拓本 。実測は、込山、中山、豊浦力`4子い、写真撮影は杉本が行った。墨書土器の写真

については、国立歴史民俗博物館・平川 南教授にご協力をいただいた。

4 本文の執筆及び編集は、杉本が行った。

5 本調査の出土品・諸記録は、白州町教育委員会が保管している。

6 本調査にあたり、峡北土地改良事務所 。山梨県教育委員会学術文化課・山梨県埋蔵文化財セ

ンター・山梨県史編纂室・北巨摩市町村文化財担当者会並びに、地元の前沢区の皆様にご指

導とご協力をいただいた。心から謝意を表する次第です。
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〃  大久保勝雄 (～ 平成 6年 9月 )

〃  向井 敏道 (～平成 8年 9月 )

″  渡辺 哲郎 (平成 8年 10月 ～
)

事 務 局 有賀祥司 教育課長 (～平成 5年 3月 )

堀内 譲   〃 (～平成 7年 3月 )

山本賢二   〃 (平 成 8年 4月 ～)

調査担当者 武藤雄六、杉本 充
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1 遺構平面図は、1/80に統一した。

2 遺物は、1/3を 基本とし、縄文時代前期末の上器と平安時代の郭・皿を1/2と した。

3 黒色処理された部の内面は、スクリーントーンをかけてある。

4 遺物断面は、須恵器を黒塗り、陶器にはスクリーントーンをかけてある。

5 表裏に文様のある土器は、右に内面の拓影を図示した。

6 出土遺物一覧表の法量は、上から口径・底径・器高の順で記載し、単位はculである。



I章 調査状況

1節 調査に至 る経過

平成 4年度着工予定の山梨県北巨摩郡白州町前沢地区県営圃場整備事業に伴い、平成 3年 10月

に実施 した埋蔵文化財範囲確認調査により、周知の埋蔵文化財包蔵地である雑木遺跡の範囲が確

認された。

範囲確認調査は、県営国参整備事業予定区域 8 haを 対象として、幅 2m・ 長さ10m程の試掘坑

を任意に設定し、重機により耕作土及び水田床上を排上した後、人力により地山まで掘 り下げ、

遺構・遺物の有無を確認する方法で行った。

その結果、縄文時代前期末の土器片・黒曜石などが検出され、これまでの分布調査で確認され

ていた位置より中心で100m程南東にずれることが確認された。以上の結果から、町教育委員会が

主体 となり本調査を実施することとなった。

その後、平成 8年度に自州町地内の県営圃場整備事業の終了に伴い、事業主体である峡北土地

改良事務所 と町とで整理調査の負担協定を締結し、本報告書刊行の運びとなった。

2節 調査経過

発掘調査は、平成 4年 4月 28日 から開始し、同年 5月 29日 に現地調査を終了した。その後、報

告書までの整理作業が完了したのは、平成 9年 3月 であった。

調査方法は、遺物包含層がほとんどないため重機で遺構検出面まで掘 り下げた。その結果、 7

軒の平安時代に属する竪穴住居址 7棟 と土坑 3基が発見された。遺構検出面は、大半 (3～ 7号

住居址検出部)が人頭大の礫を含む砂礫層で、 2号住居址から北側が黒褐色上、調査区西辺が水

田造成時の削平によリソフトローム (1号住居址の西半)であった。また、調査区の東端は水田

造成時の盛土 (ロ ーム)中に多量の縄文時代中期の上器片が検出されたため、人力で掘 り下げ、

遺物を採集した。

調査区は、試掘調査により2枚の水田約1,200m2の 範囲 (第 2図 )と し、グリッドは、10m四 方

0磁北に合わせて設定した。
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第 1図 遺跡位置図 (1/50,000)
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H章 遺跡の位置と概観

1節 位 置

雑木遺跡は、山梨県北巨摩郡白州町白須字雑木6107・ 6109番地に所在する。 (第 1図 )

本遺跡は、明石山脈の北部、甲斐駒ヶ岳の前山群を構成する巨摩山地の一つ日向山の東麓に位

置し、東400mに前沢集落の中心がある。また、東1,500mに 釜無川 (富士川)が北西から南東に

流れ、この釜無川によって形成された河岸段丘高位面を基盤に立地している。

本遺跡の周辺の段丘面は、田沢川の扇状地堆積物に厚 く覆われている。日沢川は日向山を源流

とし、現在本遺跡の北400m付近で北に向きを変え神宮川に合流しているが、前沢。自須上集落一

帯で大雨ごとに流れを変える暴れ川であり、周辺の圃場整備事業に伴う試掘調査においても幾筋

もの河道跡力ヽ確認されている。

周辺の遺跡として北東400mに竹花遺跡 (第 3図 -2、 縄文中期を中心とする散布地)、 南東400

mに 北原遺跡 (3-3、 縄文・平安・中世の大集落と推定される)、 また東1,000mに 坂下 (3-

4)。 所帯 I(3-5)・ 所帯H(3-6)遺 跡の 3遺跡が点左し、これらは圃場整備事業に伴い

発掘調査が行われ報告書が刊行されている。坂下遺跡は、2,820m2の 調査区に平安時代の竪穴住居

址 4軒、小型の竪穴住居址と推定される小竪穴が 3基、掘立柱建物l■ 1棟の他、中世の土坑50基

と石組をもつ水路状遺構が検出された。所帯 I遺跡は、1,880m2の 調査区に平安時代の竪穴住居址

6軒、掘立柱建物址 4棟、土坑11基が検出された。所帯H遺跡は、3,280m2の 調査区に平安時代の

竪穴住居址10軒、掘立柱建物l■ 2棟の他、土坑60基が検出されている。この 3遺跡は、いずれも

小規模で出作 り集落と推定されている。

2節 概  観

本調査では、平安時代の竪穴住居址 7軒がかなり狭い範囲で検出されている。規模的には、上

記の坂下。所帯遺跡と同程度であり、同様に出作 り集落が想定される。違いとしては、中世の「円

形土坑」が検出されなかったことがあげられる。

縄文時代においては、遺物だけなので遺跡の規模等は掴みがたい。しかし、最近西に広がる山

林地帯では別荘地化が進み各時期の縄文土器などが発見され少しずつ本址周辺の遺跡が確認され

はじめている。

-3-
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Ⅲ章 遺構 と遺物

1節 縄文時代の遺構 と遺物

本遺跡の縄文時代の遺構は、平安時代の 2号住居l■の貼 り床下から検出されたピット(P-1)

のみである。ピットからは、縄文時代前期末の上器片が出上している。調査区の東側は、水田造

成時の埋上部分であり埋土中には縄文時代中期後半の遺物が多量含まれていた。

また、平安時代の 1号仁居l■の覆土中には、若千縄文時代晩期の土器が検出された。図示した

遺物 (第 5～ 8図)については、すべて遺構外か平安時代の住居l■の覆土中から出土したもので

ある。

2節 平安時代の遺構と遺物

本遺跡からは、平安時代の竪穴住居址 7軒が検出された。 7軒は、狭い調査区内の中央部に密

集していて、 3・ 4・ 5号住居l■ と6。 7号住居址がそれぞれ重複関係にある。壁高は、 2号仁

居址を除き、15cm程 である。柱穴 と思われるピットは、ほとんどが深さ10～ 15cm程であった。遺

物は、調査区北西部に若千見 られた他は住居址出上のものが大半を占める。

1号住居llL(第 9図 )

調査区西側、C-4区 に位置する。西辺が削平を受けたのと、重複 しあった土坑により破壊さ

れている。隅九方形を呈 し、4.3× 3.9mを測る。覆土は、炭化材 と焼上を含む暗褐色上である。

カマ ドは、遺存状態がかな り悪かったが、焼土 と礫から東南隅 と推定された。

2号住居址 (第 10図 )

調査区中央西側、C-5区に位置する。隅丸方形を呈し、4.6× 4.2mを 測る。中心から放射状

に炭化材が検出され、焼失住居と推定される。カマ ドは、東南隅に礫を中心に構築されていた。

カマ ドの北に隣接しているピット(P-2)に は、多量の灰が充填されていた。西側2/3が、厚さ

20cm前後のロームによる貼 り床 となっていた。貼 り床の下からピット (P-1)が検出されたが、

これは縄文時代に属するものと推定された。

-7-
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第 9図  1号住居址 (1/80)

3号住居址 (第 II図 )

調査区西側、C・ D-5区 に位置する。

本調査では最小規模で3.1× 4.lmを測る。

中央部で粘上を中心に構築されていた。

4号住居址に東辺を切られている。隅九方形を呈し、

覆土は、砂礫を含む暗褐色土である。カマ ドは、南壁

4号住居址 (第 H図 )

調査区中央西側、C・ D-5・ 6区に位置する。 3号住居址 と5号住居llLを 切っている。隅九

方形を呈 し、本調査では最大規模で7.lX6.6mを 測る。覆土は、砂礫を含む暗褐色上である。カ

マ ドは、西南隅に礫を中心に構築されていた。カマ ドの煙道の蓋には、縄文時代の石皿が転用さ

れていた。

5号住居址 (第 H図 )

調査区中央西側、D-5・ 6区に位置する。 4号住居址に北辺を切 られている。隅丸方形を呈

し、 4× 3.5mを測る。覆土は、砂礫を含む暗褐色土である。カマ ドは、東壁南寄 りに構築されて

いた。中央部分には、ロームによる貼 り床がなされていた。また、貼 り床の下からピットが検出

された。

―-12-
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第 10図  2号住居址 (1/80)
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第 H図  3・ 4・ 5号住居址 (1/80)
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7号住居址

668.2m

第 12図  6。 7号住居址 (1/80)

6号住居址 (第 12図 )

調査区中央東側、D-6区 に位置する。北東部1/4程度を 7号住居址に切 られている。隅丸長方

形を呈 し、4.5× 3.9mを 測る。覆上は、砂礫 を含む暗褐色土である。カマ ドは、礫 と焼土から東

壁南寄 りにあったと推定される。遺物はほとんどみられず、図示 した 2点の遺物 (第21図)につ

いては、 7号住居址 との境界で出土してお り、本lIに 帰属するものか疑間がある。

7号住居l■ (第 12図 )

調査区中央西側、C・ D-6区に位置する。隅丸方形を呈し、5.5× 4mを測る。覆土は、砂礫

を含む暗褐色上である。カマドは、南西隅に礫を中心に構築されていが、かなり破壊されていた。
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第 13図  1号住居址出土遺物 (1/2)

ｔ

ヽ

0                                    10cm

第14図  2号住居址出土遺物① (1/2)
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0                                    10cm

第15図  2号住居址出上遺物② (1/2)
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0                       10Cm

14

第16図  2号住居址出土遺物③ (1/3)
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o                        10cm

3号住居址出土遺物 (1/2)4=1/3
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第 17図



国 -1×yt

0                                    10cm

◎
凸

◎

0            10cm

第 18図  4号住居址出上遺物 (1/2)8。 9=1/3
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0                                        10cm

第19図  5号住居址出上遺物① (1/2)
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0            10Cln

第20図  5号住居址出土遺物② (1/3)
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第21図  6号住居址出土遺物 (1/2)

7号住居址出土遺物 (1/2)

0                                       10cm

第22図
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第 I表 縄文時代の出土遺物一覧表 (第 5～ 8図 )

番号 種  類 器 種 法 量 胎   土 色  調 調 整 。そ の 他

1
文
器

縄
土

深 鉢
密
白色粒子含む

にない橙色
(7.5YR7/3)

胴部肩上破片 顔面付

縄文地文

押し引き凸帯文   前期末

文
器

縄
土

深  鉢

密
白色粒子

赤色粒子含む

橙色
(2.5YR6/6)

縄文地文
貼付凸帯

前期末

文
器

縄
土

深 鉢
密
白色粒子含む

にない橙色
(5YR7/4)

縄文地文
押し引き凸帯文

前期末

4
文
器

縄
土

深  鉢
密
白色粒子含む

浅黄橙色
(7.5YR7/3)

縄文地文
押し引き凸帝文

前期末

5
文
器

縄
土

深  鉢

密
白色粒子
雲母含む

にぶい赤褐色
(2 5YR5/4)

口縁都台形状突起破片

縄文地文 口唇部押し引き

押し引き凸帯文   前期末

6
文
器

縄
土

深  鉢

密
白色粒子
雲母含む

橙色
(2.5YR6/6)

特殊凸帝文

前期末

7
文
器

縄
土

深 鉢

密
白色粒子
黒雲母含む

橙色
(5YR6/6)

押し引き凸帯 (断面が角)

前期末

文
器

縄
土

深  鉢

密
白色粒子
雲母含む

におい黄橙色
(10YR7/4)

縄文地文
貼付凸帯 (凸帯上刻み日)

前期末

文
器

縄
土

深 鉢

密
白色粒子
雲母含む

橙色
(7.5YR7/6)

条線地文
蛇行沈線

中期後半

文
器

縄

土
深 鉢

(199 密
白色粒子
雲母含む

橙色
(7.5YR7/6)

条線地文
蛇行沈線

中期後半

文
器

縄
土

深 鉢

密
白色粒子
雲母含む

黄橙色
(10YR8/6)

縄文地文
縦沈線

中期後半

文
器

縄
土

深  鉢

密
白色粒子
雲母含む

橙色
(7.5YR7/6)

縄文地文
縦沈線

中期後半

文
器

縄
土

深  鉢

密
白色粒子
雲母含む

にない橙色
(7.5YR7/4)

縄文地文
縦沈線
蛇行沈線     中期後半

文
器

縄
土

深 鉢

(14.2) 密
白色粒子
雲母含む

にぶい黄橙色
(10YR7/4)

櫛歯状工具による沈線

中期後半

文
器

縄
土

深  鉢

密
白色粒子
雲母含む

浅黄橙色
(7 5YR8/4)

ハの字文

中期後半

文
器

縄
土

深  鉢

密
白色粒子
雲母含む

黄橙色
(7.5YR7/8)

ハの字状

中期後半
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番 号 種  類 器 種 法  量 胎   土 色  調 調 整 。 そ の 他

文
器

縄

土
深 鉢

密
白色粒子
雲母含む

淡橙色
(5YR8/3)

ハの字文

中期後半

文
器

縄
土

深 鉢

密
白色粒子
雲母含む

浅黄橙色
(7.5YR8/4)

ハの字文

中期後半

文
器

縄
上

深 鉢

密
白色粒子
雲母含む

浅黄橙色
(7.5YR8/4)

綾杉状条線

中期後半

文
器

縄
土

深 鉢

密
白色粒子
雲母含む

橙色
(2.5YR6/8)

綾杉状条線

中期後半

文
器

縄

土
孔
付

有
鍔

6.1

30
密
白色粒子
雲母含む

橙色
(5YR6/6)

時期不明

文
器

縄

土
ニ

アユ

ミ

チ

密
白色粒子
雲母含む

にぶい橙色
(5YR6/4)

器面研磨

時期不明

文
器

縄
土

深  鉢

(14.9)

6.0

5.1

密
臼色粒子
赤色粒子雲母

橙色
(5YR6/8)

時期不明

文
器

縄

土
浅  鉢

(29.8)
密
白色粒子含む

にない橙色
(5YR7/3)

口縁部横位沈線
縦条線

中期後半

文
器

縄
土

深 鉢

密
白色粒子
雲母含む

橙色
(5YR7/6)

口縁部横位沈線
縦条線

晩期後半

文
器

縄
土

浅 鉢

密
白色粒子
雲母含む

浅黄橙色
(10YR8/4)

浮線網状文

晩期後半

文
器

縄
土

浅  鉢

密
白色粒子
雲母含む

褐灰色
(5YR5/1)

口縁部横位沈線

晩期後半

文
器

縄
上

深 鉢

密
白色粒子
雲母含む

明赤褐色
(5YR6/8)

口縁部横位沈線

晩期後半

文
器

縄
上

深 鉢

密
白色粒子
雲母含む

浅黄橙色
(7 5YR8/3)

波状口縁
回縁部横位沈線

晩期後半

文
器

縄

土
深  鉢

密
白色粒子
赤色粒子雲母

極暗赤褐色
(7.5YR2/2)

浮線網状文 ?

表裏に赤い塗料が微量付着
晩期後半

文
器

縄
土

深 鉢
密
白色粒子含む

にない黄橙色
(10YR7/3)

口縁部横位沈線

晩期後半

文
器

縄
土

製
盤

土
円

長36
短3.5

厚0.7

密
白色粒子
雲母含む

明褐灰色
(7.5YR7/2)

晩期後半 ?
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番号 種  類 器 種 法 量 胎 土 色  調 調 整 。 そ の 他

文
器

縄
土

製
盤

土
円

長
短
厚

密
白色粒子
雲母含む

にぶい黄橙色
(7.5YR1 7/1)

晩期後半 P

文
器

縄
土

梨
盤

土
円

長
短
厚

密
白色粒子
雲母含む

にない橙色
(7.5YR7/3)

晩期後半 P

文
器

縄
土

製
盤

土
円

長
短
厚

密
白色粒子
雲母含む

橙色
(5YR6/6)

晩期後半 P

文
器

縄
土

製
盤

土
円

長 3.1

短 一

厚 08

密
白色粒子
雲母含む

にない橙色
(7.5YR7/4)

晩期後半 P

石  器
製
斧

打
石

長
短
厚

ホル ンフェル ス

45g

石  器
製
斧

打
石

長
短
厚

砂岩
61g

石  器
製
斧

打
石

長
短
厚

砂岩
35g

石  器
製
斧

打
石

長
短
厚

砂岩
35g

石  器
製
斧

打
石

長 6.0

短 4.3

厚 1.0

砂岩
39g

石  器 石 匙

長
短
厚

結晶片岩
19g.

石  器 凹  石

長
短
厚

安山岩
303g

石 器 叩  石

長
短
厚

砂岩
559g

石  器 叩 石

長
短
厚

安山岩
928g

第 2表  I号住居址出土遺物 (第 13図 )

番号 種  類 器 種 法 量 胎   土 色  調 調 整 。 そ の 他

1 土師器 不
密
赤色粒子含む

橙色
(7 5YR7/6)

外ロクロ撫で下半ヘラ削り
内ロクロ撫で
底ヘラ削り     1/4残

土師器 不

やや密
赤色粒子
白色粒子含む

橙色
(7.5YR7/4)

外ロクロ撫で 墨書
内ロクロ撫で ミガキ
底回転糸切ヘラ削り V8磯
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3 土師器 皿

密
赤色粒子
白色粒子雲母

橙色
(2 5YR6/8)

外ロクロ撫で下半ヘラ削り
内ロクロ撫で 放射状暗文
底回転糸切ヘラ削り 1/2残

4 土師器 皿

密
赤色粒子
白色粒子雲母

橙色
(7.5YR6/8)

外ロクロ撫で下半ヘラ削り
内ロクロ撫で
底ヘラ削り     1/4残

第 3表  2号住居址出土遺物 (第 14・ 15・ 16図 )

番号 種  類 器  種 法 量 胎   土 色  調 調 整 。 そ の 他

1 土師器 不

密
赤色粒子
白色粒子雲母

橙色
(5YR7/6)

外ロクロ撫で下半ヘラ削り
内ロクロ撫で
底回糸ヘラ 線刻 ? 2/3残

2 土師器 ネ

(114)
4.5

41

密
赤色粒子
白色粒子含む

橙色
(5YR6/6)

外ロクロ撫で

内ロクロ撫で 黒色研磨
底回転糸切     1/4残

3 土師器 不
赤色粒子

砂粒含む
浅黄橙色
(7 5YR8/6)

外ロクロ撫で下半ヘラ墨書
内ロクロ撫で

4 土師器 lTN
赤色粒子
白色粒子含む

橙色
(5YR7/6)

外ロクロ撫で下半ヘラ墨書
内ロクロ撫で

土師器 邪 白色粒子含む
橙色
(5YR6/6)

外ロクロ撫で下半ヘラ墨書
内ロクロ撫で

6 土師器 不

(3.8)

赤色粒子
白色粒子砂粒

浅黄橙色
(7.5YR8/6)

外ロクロ撫で下半ヘラ刻書
内ロクロ撫で

7 土師器 邪

鬱.9)

赤色粒子
白色粒子含む

橙色
(5YR6/6)

外ロクロ撫で下半ヘラ刻書
内ロクロ撫で

釉
器

灰
陶

碗
灰白色
(10Y8/1)

底付高台      1/4残

釉
器

灰
陶

碗

(16.0)
灰白色
(5Y7/1)

1/5残

釉
器

灰
陶

碗

(14.8)
灰白色
(7.5Y8/1)

1/6残

土師器 甕

920
白色粒子
雲母含む

橙色
(5YR6/6)

口縁部直立

外縦刷毛目
内横刷毛目

土師器 甕

(14

8

11

白色粒子
雲母含む

橙色
(5YR6/6)

外縦刷毛目
内横刷毛目
底木葉痕      2/3残

土師器 甕 (9.6)
白色粒子
雲母含む

橙色
(7.5YR6/6)

外縦刷毛目
内横刷毛目
底木葉痕
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土師器 甕

(16.6)
白色粒子
雲母含む

橙色
(5YR6/8)

外縦刷毛目
内横刷毛目

土師器 羽 釜

(21.8)
密
白色粒子含む

橙色
(2.5YR6/6)

外縦刷毛目
内横刷毛目

第 4表  3号住居址出上遺物 (第 17図 )

番号 種  類 器  種 法  量 胎   土 色  調 調 整 。 そ の 他

1 土師器 不

雲母
黒色粒子含む
甕類と同じ土

橙色
(7.5YR7/6)

外ロクロ撫で
内ロクロ撫で
底回転糸切

2
釉
器

灰
陶

碗
灰白色
(5Y8/1)

底付高台      1/3残

3
釉
器

灰
陶

皿
灰白色
(10Y8/1)

底回転糸切り付高台 1/2残

4 須恵器 転用硯
長18.1

資豆13.0

厚 1.5
白色粒子含む

暗青灰色
(5B4/1)

外日「 目
内刷毛目 使用痕

第 5表  4号住居址出上遺物 (第 18図 )

番号 種  類 器 種 法 量 胎   土 色  調 調 整 ・ そ の 他

1 上師器 邦
密
赤色粒子含む

橙色
(5YR7/6)

外ロクロ撫で下半ヘラ削り
内ロクロ撫で

底ヘラ削り     1/2残

2 土師器 不
赤色粒子
白色粒子雲母

橙色
(5YR7/6)

外ロクロ撫で 墨書
内ロクロ撫で

3 土師器 不

密
赤色粒子
白色粒子含む

にない橙色
(7.5YR6/4)

外ロクロ撫で 墨書
内ロクロ撫で

4 土製品 土  錘

長
短
孔

密
赤色粒子含む

浅黄橙色
(10YR8/3)

5
釉
器

灰
陶

碗 (7.0)
灰白色
(2.5Y8/2)

底付高台

6
釉
器

灰
陶

碗 (7.2)
灰白色
(2.5Y8/2)

底付高台

7
釉
器

灰
陶

皿 P (8.0)
灰白色
(2.5Y8/2)

底付高台

8
釉
器

灰
陶

長頸瓶
灰白色
(2.5Y8/2)

頸部破片
外ロクロ撫で
内ロクロ撫で
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須恵器 転用硯

長
短
厚

白色粒子
雲母含む

灰色
(10Y6/1)

外叩目
内刷毛目 使用痕

第 6表  5号住居址出土遺物 (第 19。 20図 )

番号 種  類 器 種 法 量 胎   土 色  調 調 整 。 そ の 他

1 土師器 不

(14.0)

赤色粒子含む
橙色
(5YR7/6)

外ロクロ撫で下半ヘラ削り
内ロクロ撫で

2 土師器 邪

(12.4)
赤色粒子
白色粒子含む

橙色
(7.5YR7/6)

外撫で下半ヘラ削り 刻書
内ロクロ撫で

3 土師器 不

(121)
赤色粒子
白色粒子雲母

橙色
(7.5YR7/6)

外撫で下半ヘラ削り 刻書
内ロクロ撫で

4 土師器 不

12.4

3.8

3.4

赤色粒子
白色粒子含む

橙色
(5YR7/6)

外ロクロ撫で下半ヘラ削り
内ロクロ撫で 煤付着
底ヘラ削り     3/4残

5 土師器 不

(15.5)

(6.0)
4.3

赤色粒子
白色粒子雲母

にぶい橙色
(5YR6/4)

外ロクロ撫で下半ヘラ削り
内ロクロ撫で 黒色処理
底回転糸切ヘラ削り 1/4残

6 土師器 皿

13.0

4.6

2.7

赤色粒子
白色粒子含む

橙色
(5YR6/8)

外ロクロ撫で

内ロクロ撫で

底ヘラ削り     2/3残

7 土師器 不

(12.4)

8.0
2.2

白色粒子含む
橙色
(5YR7/6)

外ロクロ撫で

内ロクロ撫で
底ヘラ削り     1/4残

土師器 甕

密
白色粒子
雲母含む

橙色
(7.5YR6/8)

外縦刷毛目
内撫で
底木葉痕      1/3残

9 土師器 甕 8.8
密
白色粒子
雲母含む

橙色
(5YR6/6)

外撫で

内横刷毛目
底木葉痕

土師器 甕

16.8 密
白色粒子
雲母含む

橙色
(7.5YR6/6)

外縦刷毛目
内横刷毛目

須恵器 転用硯
√三14 7

短132
厚 0,9

白色粒子
雲母含む

オリーブ灰色
(2.5Y4/3)

外口「 目
内撫で 使用痕

第 7表  6号住居址出土遺物 (第21図 )

番号 種  類 器  種 法 量 胎   土 色  調 調 整 。 そ の 他

1 土師器 皿

やや密
白色粒子
雲母含む

にぶい橙色
(7.5YR6/4)

外ロクロ撫で

内ロクロ撫で
7住 との境で出土

土師器 不
赤色粒子
白色粒子雲母

浅黄橙色
(7.5YR8/4)

外 墨書

7住 との境で出土
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第 8表  7号住居址出土遺物 (第22図 )

番号 種 類 器 種 法  量 胎   土 色  調 調 整 。そ の 他

1 土師器 不

15.0

5.0

4.7
赤色粒子含む

橙色
(2.5YR6/6)

外ロクロ撫で下半ヘラ削り
内ロクロ撫で
底ヘラ削り     1/2残

2 土師器 不

密
赤色粒子
白色粒子含む

橙色
(5YR6/6)

外ロクロ撫で下半ヘラ削り

内ロクロ撫で

底回転糸切ヘラ削り

3 土師器 不
赤色粒子
白色粒子含む

橙色
(5YR7/6)

外 塁書

4
釉
器

灰
陶

碗 (8.4)
灰白色
(7.5Y8/1)

底付高台

5
釉
器

灰
陶

碗 (8.4)
灰白色
(2.5Y8/1)

底付高台
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Ⅳ章 ま と め

本調査では、平安時代の竪穴住居址 7軒がかなり狭い範囲で検出されている。縄文時代におい

ても、前期末から中期、後晩期と連続する土器が発見されていたため、当初はかなり規模の大き

い集落の一部が周囲より僅かに高かったため残されたのではないかと推定していた。

しかし、縄文土器もかなり時期に間隔が開き、また北原遺殊などとの位置関係からも、大きな

集落を想定することが困難になってきている。本調査の以後も圃場整備事業が進み、本l■L周辺の

水田は大きな区画に造成されている。事前の試掘調査により田沢川の氾濫の痕跡を確認するごと

に、このような危険な地帯には大きな集落は作られないのではと思うようになっている。
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図版 |

遠 景 (東から)

全 景 (遺構確認面 南西から)
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図版 2

景 (北西から)

近 景 (北西から)

瞥
一警一娘
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図版 3

1号住居址

2号住居址 カマ ト
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図版 4

2号住居址 (炭化材出土状態)

2号住居址
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図版 5

ti手機諄砕

3号住居址

4号住居址
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図版 6

5号住居址

6(前 )・ 7(後)号住居址
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図版 7

曜
す鷲

“

坂
1猛・
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'

1号住居址出土墨書土器 (赤外線TVか ら)
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図版 8

縄文時代前期末の上器 (4/5)
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